
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

平成 29 年１月 

調査主体 福岡市 
 
 

 
 

１．この調査は、調査票をお送りしたあて名の方ご本人に回答していただくものです。また、

ご本人による記入が困難な場合は、ご本人の意思に基づいて、ご家族や代理人の方が記入

してください。 

２．この調査票は、平成 28 年 10 月時点で福岡市内にお住まいの 60 歳以上の方に、お送り

しています。 

３．回答内容は、「知っている方は全体の何％」「こう思う方は全体の何％」といった形で統

計的に整理いたしますので、お答えいただいた方のお名前や個人の回答内容がそのまま公

表されることは一切ございません。 

４．記入は鉛筆、ボールペンなど何でもかまいません。 

５．回答は、問の順番どおりに進み、当てはまる項目を１つ選んで、その番号を○で囲んで

ください。指示があるとき（○はいくつでも）などはそれに従ってください。 

６．質問によっては回答していただく方が限られる場合がありますので、矢印や案内にそっ

てお答えください。 

７．「その他」を選ばれたときは、その内容を（  ）の中に具体的に記入してください。 

８．ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、２月６日（月）ま

でに、郵便ポストに投函してください。 

 
 

 
 
 

福岡市保健福祉局高齢社会部 介護福祉課 

〒810-8620 福岡市中央区天神 1-8-1 ℡：092-733-5452 

「高齢社会に関する調査」担当 
 

 

福 岡 市 
高齢社会に関する調査 

（高齢者一般調査 A）

＜ご記入にあたって＞ 

＜ お問い合わせ先 ＞ 
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問１ 現在、この調査票にご回答を頂いている方は、どなたですか。（○はいくつでも） 

  
 
 
 
 
 
問 2 あなたの性別は。（○は１つ） 

 
 
 
問 3 あなたの年齢は。（平成２8 年１0 月 1 日現在）（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
問 4 あなたのお住まいは。（町名まで記入してください） 

 
 
 
記入例：（中央）区（天神）（１）丁目 

 

問 5 あなたのご家族の状況は。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
【問５で「１．」か「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 5－1 あなたには、日常行き来がある親族の方が近くにいらっしゃいますか。２か所

以上にいらっしゃる方は一番近いところをお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．６０～６４歳     ５．８０～８４歳 

２．６５～６９歳     ６．８５～８９歳 

３．７０～７４歳     ７．９０歳以上 

４．７５～７９歳 

１．男性       ２．女性 

１．単身世帯             ４．三世代同居世帯 

２．夫婦のみ世帯           ５．その他 

３．二世代同居世帯 

（注）本文中の「あなた」とは、あて名の方ご本人のことを指します。 

 １．あなたご自身のことについておたずねします  

（     ）区（     ）（   ）丁目 

１．あて名の方ご本人         

２．主な介護者となっている家族・親族  

３．主な介護者以外の家族・親族 

４．その他（                               ） 

１．同じ町内（小学校区程度）にいる 

２．同じ区内にいる 

３．福岡市内にいる 

４. 福岡県内にいる 

５. 福岡県外にいる 

６. 日常行き来がある親族はいない 
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【ここから再びすべての方にうかがいます】 

問 6 あなたの世帯全員の年間総収入額(税込み)はどれくらいですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 
 

 
問７ あなたの介護保険の要介護度は次のどれですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 あなたは、普段、買い物をしているスーパーやコンビニなどまで、徒歩でどのくら

いかかりますか。（○は１つ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２.日常生活についておたずねします 

１．要介護認定の申請はしていない（65 歳未満のため申請をしていない方も含みます）

２．要介護認定の申請をしたが、非該当（自立）だった 

３．要支援１    ６．要介護２   ９．要介護５ 

４．要支援２    ７．要介護３   10．わからない 

５．要介護１    ８．要介護４ 

１．５０万円未満     ６．３００～４００万円未満 

２．５０～１００万円未満    ７．４００～５００万円未満 

３．１００～１５０万円未満    ８．５００～６００万円未満 

４．１５０～２００万円未満    ９．６００～１，０００万円未満 

５．２００～３００万円未満    10．１，０００万円以上 

１．１０分以内     ４．２５分以内 

２．１５分以内     ５．３０分以内 

３．２０分以内     ６．３０分超（      ）分位 
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問 9 あなたは、週に１回以上外出していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

【問 9 で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問 9－１ あなたの外出の目的と頻度、その際の交通手段は何ですか。選択肢にある番号

を（ ）内に回答してください。（主なものを３つまで） 

※回答は、目的→頻度→交通手段を縦に一組として回答してください。 

 主な回答の 

組み合わせ 
選択肢 

目
的 

（ 
 
 

）

（ 
 
 

）

（ 
 
 

）

１．買い物         ６．通院や介護施設に通う 

２．食事          ７．仕事 

３．趣味や運動・散歩    ８．ボランティア活動 

４．友人と会う       ９．その他 

５．家族や親せきなどに会う 

頻
度 

（ 
 
 

）

（ 
 
 

）

（ 
 
 

）

１．月に１～２日 

２．週１日 

３．週２～３日 

４．週４～５日 

５．ほとんど毎日 

交
通
手
段 

（ 
 
 
 

） 

（ 
 
 
 

） 

（ 
 
 
 

） 

１．徒歩        ８．介護タクシー 

２．自転車       ９．自家用車（自分で運転） 

３．バス（路線バス）  10．自家用車（家族などが運転） 

４．地下鉄       11．シニアカー 

５．西鉄電車       （高齢者用電動車いすなど） 

６．ＪＲ        12．医療施設などの「送迎サービス」

７．タクシー（一般）  13．その他 

【問 9 で「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 9－２ あなたが、外出しない理由は何ですか。（○は１つ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－３へ進んでください 

１．体の具合が悪い 

２．付き添い、介助者がいない 

３．自宅にエレベーターや階段の手すりがない 

４．バス停や駅までが遠く、体力的に利用できない 

５．バスや駅の段差が大きく、利用できない 

６．目的地までの公共交通手段が無いため、利用できない 

７．自宅周辺に階段や坂がある 

８．交通費の負担が大きい 

９．目的地の様子（スロープやトイレの状況）がわからない 

10．特に外出する用事がない 

11．その他（                           ） 

１．外出している 

２．ほとんど外出しない 
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【問 9 で「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 9－３ あなたは、以下のうちどういった場が近所にできれば、外出したいと思います

か。（○はいくつでも） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ここから再びすべての方にうかがいます】 

問10 あなたは、自動車運転免許を保有していますか。（○は１つ） 

 

 
 

 

 

問 11 あなたが、徒歩や公共交通機関による外出の際に困っていることは何ですか。 

（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１．買い物を行う場 

２．食事を行う場 

３．美術や囲碁など、文化的な趣味を行う場 

４．スポーツやレクリエーションなど、体を動かす趣味を行う場 

５．病院や介護施設 

６．仕事を行う場 

７．ボランティア活動を行う場 

８．健康診断や介護予防のための健康づくりを行う場 

９．近所に住む人が会話などのために気軽に立ち寄れる場 

10．その他（                               ） 

１．バス停が自宅近くにない 

２．駅が自宅近くにない 

３．バス停での表示・案内がわかりにくい 

４．駅構内の表示・案内がわかりにくい 

５．切符の自動販売機などの表示や操作がむずかしい 

６．自宅近くの駅にエレベーターなどの設備がない 

７．道路に歩道がないため危険を感じる 

８．道路や歩道に段差があるため歩きづらい 

９．バス乗降時、歩道との段差だけでなく車内にも段差があるため、乗降しづらい 

10．バス停に屋根やベンチなどの待合い施設が少ない 

11．歩道にベンチなどの休息施設がない 

12．自転車や車などの交通マナーが悪い 

13．電車やバスで席を譲ってくれない 

14．困った時、まわりの人が助けてくれない 

15．外出に付き添ってくれる人がいない  

16．その他（                               ） 

17．特になし 

１．免許を保有している 

２．ペーパードライバーである 

３．免許を保有していない 
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問 12 あなたのお住まいから最も近くにあるバス停や駅まで、徒歩でどのくらいかかり

ますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 

問 13 あなたは、困ったことや心配ごとや悩みごとについて、誰に相談していますか。 

（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 

※ケアマネジャー：介護サービスを利用するときの相談や、サービス事業者との連絡調整を行う専門員 

 

問 14 あなたのご近所との付き合いで最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

問 15 あなたは、ご自身が孤立死する可能性があると思いますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
【問 15 で「２．」か「３．」と答えた方にうかがいます】 

問 15－１ 主な理由は次のどれに当たりますか。（○はいくつでも） 

 

 
 

 
  

 

 

 

 

１．ほとんど付き合いがない 

２．道で会えばあいさつする程度 

３．軽く話をする程度 

４．話や訪問しあう人がいる 

５．悩みや困ったときに頼みあうほどの人がいる 

６．近所付き合いをしたくない 

１．１０分以内       

２．２０分以内 

３．３０分以内 

４. ３０分超（       ）分位 

１．家族や親族       ６．ケアマネジャー（介護支援専門員)
※ 

 

２．友人や知人、近所の人     ７．介護サービス事業者 

３．民生委員、児童委員、自治会役員など ８．病院、医院などの医師 

４．区役所などの保健福祉の窓口    ９．その他（            ）

５．いきいきセンターふくおか    10．相談するほどの心配はない 

（地域包括支援センター）   11．相談相手がいない 

１．ほとんど可能性はない 

２．多少の可能性はある 

３．十分可能性はある 

４．わからない 

１．ひとり暮らしだから 

２．親族とのつきあいが少ないから 

３．近所とのつきあいが少ないから 

４．あまり外出しないから 

５．その他（                          ） 

６．わからない 

７．特に理由はない 
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【ここから再びすべての方にうかがいます】 

問 16 あなたが、孤立死防止策として必要と思うものはどれですか。（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 

問 17 あなたは、ご近所の見守りに参加していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問 18 あなたは、地域福祉活動（町内会などが実施する福祉のボランティア活動など）

に参加していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問 19 あなたは、災害時や緊急時に、一人で避難することができますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
問 20 あなたには、災害時や緊急時に、手助けを頼める人（同居者を含む）はいますか。 

（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
問 21 あなたには、災害が起きた時の心配事や問題点はありますか。（○はいくつでも） 

 
 
 
 

 

 

 

１．行政が提供する福祉サービス   ６．定期的な宅配サービス 

２．行政による啓発活動       ７．企業の見守りサービス 
３．通院              ８．その他（              ）

４．ご近所の見守り         ９．わからない 

５．地域福祉活動（町内会などが実施する福祉のボランティア活動など）への参加 

１．参加している 

２．参加していない 
３．参加していないが、今後、参加したいと思う 

１．参加している 

２．参加していない 
３．参加していないが、今後、参加したいと思う 

１．避難できる 

２．一人で判断できるが、避難はできない 

３．一人では判断できないし、避難もできない 

４．わからない 

１．常時いる 

２．時間帯によってはいる 

３．いない 

４．わからない 

１．情報をうまく入手できない 
２．避難所に行くことが難しい 
３．避難所での生活が不安 
４．家が崖崩れや浸水の心配がある 
５．その他（                             ） 
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問 22 あなたは、介護保険をはじめ、保健・医療・福祉などについての情報を、どこか

ら知ることが多いですか。（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．市政だより 

２．テレビやラジオ 

３．新聞、雑誌 

４．パンフレットやチラシ、ポスター 

５．区役所の保健福祉窓口 

６．いきいきセンターふくおか（地域包括支援センター） 

７．ケアマネジャー（介護支援専門員） 

８．ホームヘルパーやデイサービスセンター、訪問看護師などの介護サービス事業者 

９．病院や診療所、薬局 

10．民生委員・児童委員 

11．講演会や介護講習会 

12．友人や知人、近所の人 

13．家族 

14．ホームページ 

15．ＳＮＳ(ソーシャルネットワーキングサービス) 

※例えば、ツイッター、フェイスブック、ラインなど 

16.その他（                               ） 
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問 23 あなたは、現在ボランティア活動をしていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

【問 23 で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－１ あなたのボランティア活動への参加状況はどれくらいですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

【問 23 で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問23－２ １回当たりの参加時間はどれくらいですか（○は１つ） 

 

 

 

 

【問23で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問23－３ あなたは、どこでボランティア活動を行っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 23 で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－４ あなたのボランティア活動の内容はどのようなものですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．生きがいや社会活動についておたずねします  

１．現在活動している 

２．活動していない ⇒問23－6へ進んでください 

１．ほとんど毎日            ５．２～３か月に１回程度 

２．週２～３回程度           ６．半年に１回程度 

３．週１回程度             ７．１年に１回程度 

４．月１回程度 

１．高齢者を支援する活動        ５．国際交流・国際協力活動 

２．障がい児・者を支援する活動     ６．文化・伝承活動 

３．子ども・青少年を支援する活動    ７．地域の自治活動 

４．環境に関する活動          ８．募金や古切手などの収集 

９．一般を対象としたスポーツ・レクリエーション指導 

10．その他（                              ） 

１．１時間未満             ３．２時間以上４時間未満 

２．１時間以上２時間未満        ４．４時間以上 

１．自宅                   

２．相手方（ボランティアを受ける方）の家（同一校区）  

３．相手方（ボランティアを受ける方）の家（違う校区）  

４．ＮＰＯなどの事務所 

５．地域の公民館などの公共施設 

６．病院、老人ホームなどの民間施設 

７．その他（                              ） 
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【問 23－４で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－５ 「高齢者を支援する活動」とは、具体的にはどういった活動ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 
 
 

【問 23 で「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－６ あなたは、今後ボランティア活動に参加したいと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 
 
【問 23－６で「１．」か「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－７ あなたは、どういったことがあれば参加できると思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 23－６で「１．」か「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－８ あなたは、どのくらいの頻度で参加したいと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

【問 23－６で「１．」か「２．」と答えた方にうかがいます】 

問23－９ １回当たりの参加時間はどのくらいがいいですか。（○は１つ） 

 

 

 

１．積極的にやりたいと思っている 

２．機会があればやりたいと思っている 

３．あまりやりたいとは思わない 

４．やりたいとは思わない 

５．その他（                               ） 

６．わからない 

１．活動に参加する時間の余裕 

２．経済的な余裕 

３．活動する場の情報を提供する窓口 

４．活動する場や内容の相談に応じてくれる窓口 

５．活動への勧誘 

６．活動に対する助成（報酬、実費弁償など） 

７．その他（                              ）

１．ほとんど毎日            ５．２～３か月に１回程度 

２．週２～３回程度           ６．半年に１回程度 

３．週１回程度             ７．１年に１回程度 

４．月１回程度 

１．１時間未満             ３．２時間以上４時間未満 

２．１時間以上２時間未満        ４．４時間以上 

１．ごみ出し     ６．話し相手 

２．買い物（付添）    ７．洗濯 

３．買い物（代行）        ８．食事の準備・調理・後始末など 

４．外出支援（付添・介助・送迎など） ９．草取り・庭木の剪定 

５．掃除         10．家の中の簡単な修理や電球交換など 

11. その他（                              ） 

問 23－13 へ進んでください 
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【問 23－６で「１．」か「２．」と答えた方にうかがいます】 

問23－10 あなたは、どこでボランティア活動を行いたいですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 23－６で「１．」か「２．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－11 どのようなボランティア活動に参加したいと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

 

 

 

 

 

 

【問23－11で「１．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－12 「高齢者を支援する活動」とは、具体的にはどういった活動ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 23－6 で「３．」か「４．」と答えた方にうかがいます】 

問 23－13 あなたが、ボランティア活動をやりたいと思わない理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

１．高齢者を支援する活動        ５．国際交流・国際協力活動 

２．障がい児・者を支援する活動     ６．文化・伝承活動 

３．子ども・青少年を支援する活動    ７．地域の自治活動 

４．環境に関する活動          ８．募金や古切手などの収集 

９．一般を対象としたスポーツ・レクリエーション指導 

10．その他（                              ） 

１．健康・体力に自信がない       ５．趣味などの活動に参加している 

２．介護などの家庭の事情        ６．人間関係などがわずらわしい 

３．交通費などの経費がかかる      ７．興味がない 
４．仕事をしていて活動する時間がない 

１．ごみ出し      ６．話し相手 

２．買い物（付添）     ７．洗濯 

３．買い物（代行）         ８．食事の準備・調理・後始末など 

４．外出支援（付添・介助・送迎など）  ９．草取り・庭木の剪定 

５．掃除          10．家の中の簡単な修理や電球交換など 

11. その他（                              ） 

１．自宅                   

２．相手方（ボランティアを受ける方）の家（同一校区）  

３．相手方（ボランティアを受ける方）の家（違う校区）  

４．ＮＰＯなどの事務所 

５．地域の公民館などの公共施設 

６．病院、老人ホームなどの民間施設 

７．その他（                              ） 
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【ここから再びすべての方にうかがいます】 

問 24 あなたは、今後、ボランティア活動が活発に行われるためには、どういったこと

が必要と思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 あなたが、現在生きがいを感じるのはどんなことですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問25で「５．」か「６．」と答えた方にうかがいます】 
問 25－1 あなたは、老人クラブや町内会などの地域活動をするには、何が必要だと思い 

ますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在、老人クラブの活動（おおむね６０歳以上）に参加していない方にうかがいます】 

 

 

１．ボランティアを求める人と行いたい人をつなげる窓口の設置 

２．ボランティア団体に対して、立ち上げまでの経費を助成 

３．ボランティア団体に対して、立ち上げからの相談を受けるコーディネーター 

４．ボランティア団体における事務作業を、代行する機関 

５．ボランティアを行う人に交通費などの経済的な負担が生じないこと 

６．ボランティアを行った際に交通費などに交換できるポイントが付与される 

７．その他（                             ） 

８．特にない 

１．一緒に活動する仲間 

２．活動に関する情報 

３．連絡調整などを行うところ（ボランティアセンターなど） 

４．リーダー（指導者） 

５．社会活動を行うための研修や講座の開催 

６．活動に利用できる施設 

７．器材の提供や活動資金の援助 

８．活動に対する報酬 

９．その他（                              ） 

10．特に必要ない 

１．働くこと（仕事） 

２．学習や教養を高めるための活動 

３．スポーツ・運動 

４．趣味の活動 

５．老人クラブ活動 

６．町内会・自治協議会などの活動 

７．「老人クラブ活動」「町内会・自治協議会などの活動」以外の地域や社会への 

奉仕活動（ボランティア活動） 

８．家族との団らん 

９．友人や近所とのつきあい 

10．旅行 

11．その他（                               ） 

12．特にない 
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【現在、老人クラブの活動（おおむね 60 歳以上）に参加していない方にうかがいます】 

問 26 あなたが、老人クラブの活動に参加していない主な理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ここから再びすべての方にうかがいます】 

問 27 あなたは、地域にどのような団体・活動があれば参加したいと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．健康・体力に自信がない 

２．介護などの家庭の事情 

３．仕事をしていて活動する時間がない 

４．趣味などをしていて活動する時間がない 

５．一緒に活動する仲間がいない 

６．近くに老人クラブがない 

７．活動の内容がわからない 

８．活動内容に魅力を感じない 
９．お年寄り扱いされたくない 

10．人間関係などがわずらわしい 

11．金銭の負担をしたくない 

12．以前参加していたが退会した 

13．もう少し年をとってから参加したい（    歳くらい） 

14．他の活動に参加している 

15．その他（                               ） 

16．特に理由はない 

１．自治会・町内会 

２．民生委員・児童委員 

３．老人クラブ 

４．校区社会福祉協議会 

５．ボランティアグループ 

６．地域や人に貢献できるような活動 

７．趣味を共有できる団体・活動 

８．新しい知識や経験を得ることができる団体・活動 
９．地域の行事にかかわる活動 

10．防災活動・訓練 

11．資源回収・リサイクル活動 

12．清掃などのまちの美化活動 

13．防災・防犯活動 

14．福祉に関する活動 

15．子どもに関する活動 

16．交通安全活動 

17. 植樹や花壇設置などの緑化・環境整備活動 

18. 会報発行などの地域情報の提供活動 

19. 講習会・講演会・講座 

20. その他（                              ） 

21. どのような活動にも参加したくない 



 

-13- 

問 28 あなたは、ふだん何か収入になる仕事をしていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選択肢を選ぶときの注意事項】 

※１ ここで「仕事をしている」とはふだん仕事をしており、今後も仕事をしていくこ

とになっている場合をいいます。 

※２ 収入になる仕事には、家業（農業を含む）の手伝いや内職も含めます。 

※３ 家事には、孫の世話・介護などを含めます。 

※４ 通学には、資格取得のための各種学校、市民向け講座を開講している大学などの

学校に通っている場合を含めます。 

※５ 調査票が届いた日あるいはその前数日間たまたま仕事をしても「仕事をしていな

い」としますが、季節的な仕事をしている場合や病気などでたまたま仕事を休んで

いる場合は「仕事をしている」とします。 

※６ 介護休業などのため仕事を一時的に休んでいる場合は、「仕事をしている」としま

す。 

 

 

 

 

～ 長時間ご協力いただき、まことにありがとうございました ～ 

 

（ふだん仕事をしている人） 

１．仕事を主にしている 

２．家事が主で仕事もしている 

３．通学が主で仕事もしている 

４．家事・通学以外のことが主で仕事もしている 

（ふだん仕事をしていない人） 

５．家事をしている 

６．通学している 

７．その他 




